
(第 24 回)平成 21 年度 水路技術奨励賞 

 

少壮の水路技術者の研究意欲を増進させ、ひいては水路技術の進歩・発展を図るため、 

昭和 61 年に「水路技術奨励賞」の基金を設け、毎年、優れた業績を残した方にこの賞 

を贈っています（受賞者と業績一覧）。 

今年度は平成21 年12月8 日（火）に水路技術奨励賞選考委員会幹事会（TKP銀座ビ

ジネスセンター会議室）、平成21 年12月16 日（水）に水路技術奨励賞選考委員会（海

事センタービル会議室）において受賞者を選考し、平成22 年2月16 日（水）水路技術

奨励賞表彰式（海上保安庁海洋情報部）において４件９名の方に技術奨励賞をお贈りいた

しました。 

また、同日、海上保安庁海洋情報部で開催されました「水路新技術講演会」において、

受賞者の皆さんに業績を発表していただきました。 

受賞者と業績は次のとおりです（敬称略） 

 

１ 「測深データの精度評価と測深データ管理システムの構築」 

受賞者：海上保安庁海洋情報部技術・国際課 海洋研究室   及川  光弘 

      （株）海洋先端技術研究所地球物理研究室          千葉  未子 

   業 績： 国連大陸棚限界委員会が定める資料を短期間で作成できるようにした

ことにより我が国の大陸棚延長資料の期限内提出に寄与 

２ 「曳航式海底測量システムの開発」 

  受賞者：東亜建設工業（株）土木事業本部            藤山   映 

          〃        〃                   那須野陽平 

              （有）エムアンドエム                         盛   雅道 

             東京海洋大学海洋工学部准教授                  清水  悦郎 

  業 績：大深度域における海底の精密画像を入手できるようにしたことにより 

海底の工事、栽培漁業の監視及び海難発生時の捜索活動等の効率化に

寄与 

３ 「二船式エアガン交互発震システムの開発」 

受賞者：（株）地球科学総合研究所開発研究部              斉藤  秀雄 

                       〃    計測部         成田  誠 

業 績：沿岸域や船舶輻輳海域における海底下深部構造調査を可能にしたこと

により 沿岸域の活断層等の解明に寄与 

  

http://www.jha.or.jp/jp/jha/business/pdf/jyushosha.pdf


４ 「現場型大容量水試料採取濃縮装置の開発」 

受賞者：イーアイエス・ジャパン(株)技術課長              大塚 俊晶 

  業 績：今まで不可能であった残留性有機汚染物質の計測を可能にしたことに

より我が国周辺海域における環境モニタリングに寄与 

 

 

 

<受賞式の模様> 

 

 


